
東京医科歯科大学・東京外国語大学・東京工業大学・一橋大学

～学術研究の最前線をやさしく解説する～
2011年10月14日（金）13：00～17：10
■場　所：東京医科歯科大学 M&Dタワー2階　鈴木章夫記念講堂
　　　　 東京都文京区湯島１-５-４５
■主　催：四大学連合
　　　　（東京医科歯科大学・東京外国語大学・東京工業大学・一橋大学）
■共　催：日本経済新聞社
■後　援：お茶の水会、東京外語会、蔵前工業会、如水会
■定　員：５００名（入場無料）

お申込・お問合せ先
東京医科歯科大学 生体材料工学研究所 総務掛
　　〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台2-3-10
　　TEL：03-5280-8000 （問合せ時間：平日9時～17時）　
　　FAX：03-5280-8001
　　E-MAIL : yondai.adm@cmn.tmd.ac.jp
　　URL http://www.tmd.ac.jp/i-mde/www/index.html

プログラム

参加ご希望の方は、インターネット又は葉書・FAXにて郵便番号・住所・氏名・年齢・職業・電話・メールアドレス等を明記し、
　２０１１年９月３０日（金）必着（先着順）で、上記宛先までお申し込み下さい。

東京工業大学
応用セラミックス研究所 教授

笠井  和彦
( かさい かずひこ )

1951年生まれ。カリフォルニア大学バークレー校博士課程修了。イリノイ
工科大学助教授、准教授、リーハイ大学准教授を経て、1997年より東京工
業大学応用セラミックス研究所教授、本年度より建築物理研究センター長。
専門は、建築構造・材料、耐震工学。地震から建物を守る先端構造技術の研
究と開発を行っている。日本建築学会で鋼構造制振構造の学会基準策定、
日本免震構造協会でパッシブ制振構造設計施工マニュアル編集、建築研究

開発コンソーシアムで住宅制振構造指針策定、新都市ハウジング協会で鉄
筋コンクリート構造制振化の基準策定などに従事。防災科学技術研究所E-
ディフェンス鋼構造建物実験研究日本側プロジェクト・リーダー、日本学術会
議連携会員および大規模地震災害総合対策分科会委員。

http://www.serc.titech.ac.jp/~kasailab/

東京医科歯科大学
生体材料工学研究所 教授

宮原  裕二
( みやはら ゆうじ )

１９５６年生まれ。１９８５年東京工業大学大学院理工学研究科博士課程修了。工学博

士。日立製作所 中央研究所 バイオシステム研究センター副センター長、物質・材料

研究機構 生体材料研究センター バイオエレクトロニクスグループ ディレクター、２００

８年４月より同センター センター長を経て、２０１０年９月より現職。企業研究所、独法研

究所、及び大学において、約３０年間、一貫してバイオエレクトロニクスの分野で研究を

続けてきた。この間、固定化酵素膜とトランジスタを組み合わせたバイオセンサ、流路

を集積化したマイクロ化学分析システム（micro-Total Analysis System, μTAS）、

バイオトランジスタを用いた DNA シーケンシングなどを世界に先駆けて報告した。μ

TASは、今では化学や生物学を専門とする研究室でも簡単に製作され、マイクロ流路

チップとして研究に広く使われている。また、トランジスタを用いたDNAシーケンサは

米国企業により製品化され、分子生物学分野への貢献が期待されている。平成１８年

度、第６回山﨑貞一賞 受賞、平成１７年度、第６１回電気学術振興賞 受賞。

URL: http://www.tmd.ac.jp/bsr/index.html

東京工業大学
原子炉工学研究所 所長

有冨  正憲
( ありとみ まさのり)

1947年生まれ。1977年東京工業大学大学院理工学研究科原子核工学
専攻博士課程修了。東京工業大学原子炉工学研究所の助手、助教授を経て
1997年に教授、2007年より同研究所長。専門は、原子力熱流体工学、原
子力安全工学、気液二相流動力学、核燃料輸送工学、使用済燃料管理工学
等。将来型軽水炉の開発基礎研究を実施、並びに、核燃料物質の安全輸送
と使用済燃料中間貯蔵技術の学会標準策定、更に、原子力基盤研究の成果

に基づく環境関連技術開発に従事。日本混相流学会長、日本原子力学会理
事、日本機械学会評議員、日本伝熱学会監事。

URL: http//www.nr.titech.ac.jp/~maritomi

●講演者紹介●

東京外国語大学
アジア・アフリカ言語
文化研究所 教授

西井  凉子
( にしい りょうこ )

1959年生まれ。京都大学大学院文学研究科博士課程単位取得退学。総合
研究大学院大学文化科学研究科博士課程中途退学。博士（文学）。現在、東
京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所教授・フィールドサイエンス
研究企画センター長。主要な研究分野は東南アジア、特にタイを中心とした
人類学的研究。人類学におけるミクロなフィールドからのデータが人間につ
いてどのような知見をもたらすのかを念頭において、フィールドワーク論や

「社会空間」論の展開をめざしている。編著に『時間の人類学―情動・自然・
社会空間』世界思想社(2011)など。

URL：http://www.aa.tufs.ac.jp/~rnishii/

一橋大学
経済研究所 教授

小林  慶一郎
( こばやし けいいちろう)

１９６６年生まれ。東京大学院工学系研究科（数理工学専攻コース）を修了
後、通商産業省に入省（工学修士）。１９９８年シカゴ大学大学院経済学博士
課程修了、PhD取得。経済産業省、経済産業研究所を経て２０１０年より一
橋大学経済研究所・世代間問題研究機構教授。この間、日本銀行調査統計
局客員研究員、財務省財務総合政策研究所客員研究官、朝日新聞客員論
説委員、京都大学経済研究所非常勤講師を務める。他に、中央大学大学院

公共政策研究科客員教授などを兼務。専門はマクロ経済学の理論分析。主
に銀行危機と長期的な不況の関連、大恐慌や景気循環の理論研究などを
行ってきた。日本の財政の持続可能性にも強い関心がある。

http://www.ier.hit-u.ac.jp/Japanese/faculty/kkobayashi.html

12:20 開場
13:00－13:10 開会の辞　東京医科歯科大学　学長
13:10－13:20 来賓のご挨拶　文部科学省
13:20－14:00 「地震から人・建物・財産を守る新構造技術」
 東京工業大学応用セラミックス研究所 教授 笠井和彦
14:00－14:40 「大震災後の経済政策̶リスク社会をどう生きるか」
 一橋大学経済研究所 教授 小林慶一郎
14:40－15:00 休憩
15:00－15:40 「日常性が壊れるとき－南タイのムスリム・仏教徒関係から－」
 東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所 教授 西井凉子
15:40－16:20 「半導体と医療の接点を探る
 －ナノバイオ技術による新たな臨床検査を目指して－」
 東京医科歯科大学生体材料工学研究所 教授 宮原裕二
16:20－17:00 特別講演「福島第一原子力発電所事故と放射線の人体影響」
 東京工業大学 原子炉工学研究所 所長 有冨正憲
17:00－17:10 閉会の辞　東京工業大学　学長


